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関係代名詞，私の教え方
―「関係代名詞って，やっぱりわからない」と思ったままの高校生のために―

桑原　滋

１．はじめに
　３月に卒業生を送り出し，新たな気持ちで新学年．
今年は，２年生の副担任です．１年間のコミュニケ
ーション英語Ⅱを担当するにあたって，まずアンケ
ートを取りました．英語という科目の好き嫌い，学
習時間はどれほどかなど，一般的なことを聞き，自
分が理解できていない文法事項は何か尋ねました．
そこで，どのクラスでも上位にくるものに関係代名
詞があります．関係代名詞は，アンケートをするた
びに必ず上位にランクされると言ってもよいでしょ
う．
　英語Ⅱのテキストの中にも頻繁に登場しますし，
英文を理解する上でも関係代名詞が理解できていな
ければ，正確な理解は難しいはず．学年全クラス統
一試験で進度の制約もありますが，何とか時間をや
りくりして，関係代名詞を理解させ，定着させよう
と思います．以下は私が何度も行った授業展開です．
色々なアプローチはあるでしょうが，関係詞を教え
るときの一例として，参考になれば幸いです．
　なお，この時点でまだ理解できていない生徒とい
うことは，中学時代の授業でも高校１年次の授業で
も理解に至らなかったということになります．

２．導入

　私　　：関係代名詞って何？
　生徒A：whoとか．
　私　　：とか？
　生徒B：thatとか．
　私　　： 「とか」はいくつあるんですか？全部言

ってください．
　生徒C：whom.
　私　　： そう来たか．でも，皆，だいたいはわか

っていますね．変な語は言わないですか
ら．後で一覧表にしますが，ここでは，

関係代名詞と言ったら， who, which, 
that と覚えておきましょう．（whose, 
whom は中学校では習っていない生徒
もいるはずなので，高校１年生であって
ももし言えたならば，褒められるべきで
しょう．）

　関係代名詞といっても，無限にあるわけではあり
ません．ですが，不得意な生徒ほど自信がなく不安
です．これだけを覚えておくんだ！を明示すると，
ほっとするようです．

　私　　： では，聞きます．関係代名詞 who の意
味は？

　生徒D：「誰」？
　私　　： 「誰」は関係代名詞whoじゃなくて，疑

問詞の who の意味じゃないか．さて，
「誰」ではなくて，関係代名詞whoの意
味は？

　生徒E：～するところの人．
　私　　：君はよく勉強してきたね．

　実際は，「誰」が出た後は答えが返ってくること
は，まずありません．関係代名詞 who の日本語の
意味を教わった生徒はいないのかと思います．ここ
に関係代名詞のわかりにくさがあります．どう覚え
ればよいのかわからないのです．ちなみに，生徒 E
君の答えでは，whom の意味も「～するところの
人」になります．

（私のプリントの抜粋です．）
☆関係づける代名詞，その誕生
　昔々，英語の世界になかった関係代名詞はこうし
て生まれました．
1．子供 A君の文：僕，犬飼っている．それでね，
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その犬速く走るんだ．
　 I have a dog.  And the dog runs fast.
2．青年 B君の文：
　 I have a dog.  And it runs fast.
3．大人 Cさんの文：
　 I have a dog that runs fast.
　 （私は犬を飼っている．そして，それは速く走る．）
　この that が関係代名詞．関係づける働き（And）
と代名詞（it）の両方の意味を持っています．
　同じように，
4．I like the boy.  And he came here yesterday.
5．I like the boy who came here yesterday.
　 （その少年？誰かと言えば…で who が使われま
した．）

6．The book is mine.  And the book is on the 
desk.

7．The book which is on the desk is mine.
　 （その本？どれかと言えば…で which が使われ
ました．）

　このようにして，whoと whichが関係代名詞に
なり，次のような意味を持ちました．
　Who ⇒ そして，その人は
　Which ⇒ そして，それは

　ここで，And itが thatになり，And heが who
にとって代わられたことを示します．いろんな文法
教材もそのような導入をしています．ですが，この
時点で whoが and heであるというふうに言い切っ
てくれません．私は，一歩踏み込みます．関係代名
詞 who の意味は「そして，その人は」，which は
「そして，それは」だと明示します．thatはもちろ
んその両方の意味です．関係代名詞は難しくないぞ，
これをしっかり覚えておけばよいのだと強調します．

３．核
　プリント No. 2へ進みます．
　代名詞ですから，I, my, meのような格変化があ
ります．もし格という語または格変化という用語で
生徒が「？」の表情を浮かべていたら，しっかりと
説明すべきでしょう．
　ここで一覧表にして，再度関係代名詞って何？に
答えましょう．「関係代名詞は， who, whose, 
whom ; which, whose, which ; that, なし， that だ

よ」とはっきりさせます．「とか」からは卒業です．
　そして，核心に入ります．先ほどまでは，who
は and he であったわけですが，and she や and 
they であることもあります．そこで，英語で関係
代名詞の意味を明示します．

　who ⇒ and he / she / they
　whose ⇒ and his / her / their
　whom ⇒ and him / her / them
　which ⇒ and it / they
　whose ⇒ and its / their
　which ⇒ and it / them
　※つなぎの言葉は and とはかぎりませんが，こ
こでは，andで代表させておきます．

　とにかくつかみどころのなかった関係代名詞に，
はっきりとした意味を与えます．皆さんも長文読解
のときなどで，この which は関係代名詞で，それ
はつまり，the river だとか the company のこと
だね，などと解釈をしながら文を読み進めることは
ないでしょうか．
　そして，〔問題〕へと進み，関係代名詞を含む１
文を２文に分けます．よく「関係代名詞を用いて，
２文を１文にしなさい」という問題演習を目にしま
すが，上記の明示した内容からすると，２文に分け
る方が理解が容易です．分解できないようであれば，
２文を１文にはできません．この理解・記憶がしっ
かりできて初めて，２文を１文にくっつけることが
できると思います．

〔問題〕関係代名詞を使わずに，２つの文に分けよ．
1．Do you know the girl who is dancing over 

there?
2．He has a son whose name is John.
3．That is the girl whom I know well.
4．The book which is on the desk is mine.
5．I have a cat whose tail is very long.
6．The movie which I saw on TV was a love 

story.

　ここで余談ですが，問題３では，このような答え
がよく出てきます．
　That is the girl.  And her I know well.
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　機械的にやるとこうなりますが，英語の語順の大
切さを理解させるよい機会になります．
　この後に，and heや and sheではなく，whoで
あることの意義や，日本語訳に反映される訳し方の
違いに言及していきます．最初からひっくり返って
日本語訳で教えても，関係代名詞が訳の表面に出て
くることはありませんから，関係代名詞がわからな
くなるのも当然です．
　まとめると，まず関係代名詞の意味するところを
明示する．そして，訳は後回しにして，内容理解・
機能理解を優先させることです．
　ここまで来るとお気づきだと思いますが，このア
プローチの仕方は，継続用法の説明を先取りしただ
けのことです．これは，今までの授業において，継
続用法の導入がすんなりと生徒たちに理解してもら
えたという経験から発しています．

４．プリント No. 3　発展と結論

〔問題〕プリントNo. 2でやった問題の逆をやります．
　that 以外の関係代名詞を使い，２文を１文にせ
よ．
1．I know a woman.  And she has five dogs.
2．That is the man.  And I saw him yesterday.
 ……などなど

　このレベルの英文ですと，サラサラっとつなげて
くれます！あとは，関係代名詞の省略というより，
接触節と関係代名詞の whatを教え，基本は終了で
す．
　基本を終えたら，使わせます．whoと whichの
練習が続きます．理解できたら反復・使用というわ
けです．
　結論としては，関係代名詞とは結びつける意味と
代名詞の意味を併せ持った語ですから，その２面を
しっかりと理解させることに尽きると思います．
　また，指導の過程において，「関係代名詞は難し
いから」というような教師からの発言は慎んだ方が
よいと思います．その時点で，不得意な生徒はわか
らなくてもよいのだと思ってしまいますから．１度
でダメなら，アプローチを変えて何度でもトライし
ましょう．
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